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１、子育て広場について 

【瀬戸内市の子育て広場が目指すもの】 

① 子どもたちが安心して過ごせる外遊び環境の提供と、自ら遊びを考え、遊びを作り出

すことができる「子どもが主役の遊び場」 

② 遊ぶことで、人と人、人と地域がつながる場 

【平成２９年度子育て広場の取り組み】 

① 対象：就学前の乳幼児と保護者  会場：市内５か所（公民館他の外の広場） 

参加者：毎回２０～３０組程度の親子が参加 

② 対象：乳幼児～小学生と保護者  会場：邑久スポーツ公園の冒険の森 

参加者：２回実施し約２００人の参加 

【子育て広場応援隊養成講座】 

① 目的：子育て広場事業を根付かせるために、外遊びの重要性を理解し、主体的に協

力できる人材の育成。（子育て広場事業と並行して実施） 

② 実施回数：７回  内訳：講義３回 実践（子育て広場事業への参加）４回 

③ 子育て広場実行委員会：応援隊養成講座参加メンバーより「実行力のある組織が必

要」との意見が出され結成された自主組織   登録者：９人 

 

 

２、裳掛地区の子育て支援施設について 

【現状】 

・裳掛地区の子育て施設の現状は、以下のとおり。 

①裳掛幼稚園…休園中 

②裳掛児童館…3歳児から 5歳児の保育を実施 

③放課後児童クラブ…裳掛幼稚園園舎を利用 

・耐震診断を実施（平成２８年度）しところ、幼稚園、児童館ともに基準以下が判明。 

 

【今後の方針】 

・休園中の幼稚園機能も有した認定こども園（保育所型）と放課後児童クラブ施設の複合

施設の建設を行い、０歳児からの受け入れを開始する。 

・施設は、裳掛小学校校庭南西部を予定。 

 

【今後の予定】 

平成３０年 ２月～７月       施設設計 

平成３０年１０月～平成３１年２月  施設建設 

平成３１年 ４月          認定こども園による園児受入開始 

 


